
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 岩手住環境技術研究会 事務局内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 21 社（原木供給／2 社、製材／4 社、建材流通／1 社、プレカ
ット／1社、設計／4社、施工／7社） 価格帯 1,500～1,800万円 

代表者名 会長 立花清久 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 

・平成 22年地域材活用木のいえ普及促進事業研修会 
(社)すまいまちづくりセンター連合会補助事業 

・公開セミナー開催 
・ラジオ番組活動 

価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
岩手住環境技術研究会立花 
[メール] info@iwate-jukan.com 
[電話] 019-636-1772 [ＦＡＸ] 019-636-1936 ＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 
ホームページ http://www.iwate-jukan.com/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
光熱費を節約する省エネ性能 
●エネルギー消費の目安ともなる断熱・気密性能を国内トップレベルに高
め、居住性の向上と同時に、徹底した光熱費の削減、環境に負荷をかけな
いエコロジカルな住宅建築をめざします。 
 
生涯の「安心」を約束する設計 
●研究活動を通して蓄積してきたノウハウを駆使し、世代を超えて住み継が
れるユニバーサルデザインを基本に、高齢独居世帯から介護の状態まで
個々のニーズにきめ細やかに対応。 
●次の世代に継承する長寿命の住宅を提供します。 
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岩手住環境技術研究会 
岩手県 
[グループの特徴とメッセージ] 
●1986年、「住まいと健康、住まいと環境(エコロジー)との関係を軸に、 
岩手の気候風土にふさわしい住宅の在り方を考え、その普及に努めること」を目的に発足。 
●住宅業界における研究団体としては、四半世紀の歴史と実績を持つ草分け的な研究団体です。 
●国の次世代省エネルギー基準Ⅰ地域仕様(北海道レベル)を上回る性能を備えた住宅建築を旨とする地元工務店を中心に 
「気密性能が隙間相当面積0.5cm²/㎡以下、熱損失係数1.0W/㎡・K」と 
国内でも最高レベルの性能を備えた住宅の普及をめざしています。 
●顧問／岩手県立大学盛岡短期大学部・本間義規教授 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


